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令和５年度群馬県当初予算案

予算を身近に感じていただくために、令和５年度
当初予算を家計簿にたとえてみました。

当初予算構成図
（10億円→1万円）

（単位：億円）

（単位：億円）

●コロナ対策費は国からの交付金の

　減額で11.5％減少。

●社会保障関係費は障害者福祉や高

　齢者の医療・福祉の費用が膨らみ

　4.1％増加。

●防災インフラの整備など防災・減

　災対策を強化した公共事業費は

　1.0％増加。

●社会経済活動の回復を背景に県民

　税を1.0％増加。

●地方消費税精算金を10.3％増加。

●税収増に伴って地方交付税は1.3

　％減少

※かっこ内は増減で前年度当初比、▲はマイナス。
　億円未満は四捨五入。合計が一致しない場合も
　あります。
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（県債）

（人件費）
（扶助費）

（公債費）

（貸付・貯金など）

（補助費）
（公共事業）

（基金繰入金）

（地方交付税）
（地方贈与税）
（国庫支出金）

生活費

ローン返済

ローン残高（臨時財政対策債除き）

家の修繕・防災対策費

医療・介護・ 教育費

○収入

○支出

親からの仕送り
銀行借入
貯金取り崩し

合計
その他

合計
その他

ボーナス

●新型コロナウイルス感染症対策
●子ども医療費の無料化
●医師確保対策

（拡大分予算は調整後に別途計上）

763億7,075万円
33億5,100万円
5億2,153万円 等

等

1,557万円
8,122万円

1億　550万円
1,812万円

●障害者芸術文化活動支援センター設置
●インバウンド誘客促進
●ぐんまゼロ宣言住宅促進
●温泉文化ユネスコ無形文化遺産登録推進

●新型コロナ対策経費は減少したが、社会保障関係
　経費の増等により前年度に比べ＋１０億円の増
●制度融資を特別会計に移管した平成２０年度
　以降では最大の予算規模

基本残高の確保①
②
③ 県債残高の縮減
県債発行額の抑制

令和５年度当初予算案（歳入）

令和５年度当初予算案（歳出：性質別）

前年比
 0.1%8,197億円一般会計予算総額
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県  税

依存財源
3,810
（46.5％）

自主財源

その他
415

（+1.8％）

地方特例
交付金・
交通安全
対策交付金
22（+10.0％）

扶助費
392（+4.1％）

国庫支出金
1,540

（▲6.5％）

補助費等
2,805
（▲0.7％）

公債費
981

（▲0.8％）
公共事業
761

（+1.0％）

その他
991

（+5.1％）

義務的経費
    3,501
       （42.7％）

   その他経費
   3,796
（46.3％）

人件費
2,127
  （▲1.5％）

投資的経費
900

（11％）

地方譲与税
367（+3.7％）

県債（臨時財政対策債など含む）
486（+17.6％）

4,387
（53.5％）

2,605
（＋1.0%）

地方交付税
1,395
（▲1.3％）

地方消費税精算金
997（+10.3%）

財政調整基金繰入金
370（+36.7%）

総額
8,197
（100％）

総額
8,197
（100％）

その他139（▲1.9％）
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「ポストコロナ新時代創生予算」
～逆境をチャンスに変え 新たなぐんまを実現する！～
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未来への投資【新たな富や価値の創出】

財政の健全性の確保
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※群馬県ホームページ：「よくわかる公共事業」より抜粋
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Profile
プロフィール

金井やすお

当選回数 沼田市議会議員選挙　４回
群馬県議会議員選挙　３回

その他 温泉文化世界遺産研究会　事務局長
新潟空港アクセス改善協議会　事務局長
（上越新幹線新潟空港乗入れ）
高崎工業団地造成組合　監査委員
沼田山岳会　会長

趣　味
母・妻・長男との４人暮らし。

サッカー、ランニング（フルマラソン２回完走）

議会経歴 沼田市議会議員（平成 7年.4 ～ 平成23年.4）
群馬県議会議員（平成 23年.4 ～ 現在）
群馬県議会　厚生文化常任委員長
　　　　　　環境農林常任委員長
　　　　　　産経土木常任委員長
　　　　　　監査委員

役職経歴 自由民主党群馬県支部連合会　政調会長
自由民主党群馬県支部連合会　団　　長
自由民主党群馬県沼田支部　　支 部 長

　昭和 44年 2月 16日、群馬県沼田市東倉内町に、父・弘夫、母・はまえの
７人兄弟の長男として生まれた。
　父がパーキンソン病を患い、平成 7年議員を辞職。これをきっかけに、地元
からの推薦で市議会議員に立候補・当選を果たす。
　当時、26歳であり、群馬県内最年少記録をつくる。以降、4期連続当選。議員
活動の傍ら、16年間父親の介護を行う。
　平成 19 年、若干 38 歳であったが、沼田市議会議長に就任する。さらに、
翌平成 20年には群馬県市議会議長会会長、および全国市議会議長会理事の任
にも就く。
　平成22年、群馬大学大学院に入学し、沼田市の自然と時代を結びつけるには、
もっと知識を得なければと奮起し、「自然環境」と「公共政策」の修士を取得。
　「初心忘るべからず」をモットーとして、弱い立場の人に光を当ててこその
政治を目指す。
　現在、母親の介護と子育て奮闘中。

群馬県議会議員 〒378-0052 群馬県沼田市桜町 1974－9
TEL．0278-25-8231
E-mail :kanai_j imusyo@yahoo.co.jp

FAX．0278-25-8235金井やすお後援会事務所
で 検 索金 井 やすお facebook もやってます ＱＲコードからアクセス

群馬県議会議員 金井やすお
公式ウェブサイト

金井やすお
ドキュメンタリームービー

Youtube

消防署 登利平様 ミニストップ様

ユニクロ様
ご連絡先はこちらまで

消防署入口

桜　町

沼田警察署西

金井やすお
後援会事務所
（ディラン）
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をしっかり推進します！沼田市内の社会資本整備

金井やすお後援会事務所開設　ご案内図

橋梁
架替 県道戸鹿野下之町線（戸鹿野橋）～老朽橋梁架替事業～
どのような目的を達成するための事業か

・橋の上の道路幅が狭く車のすれ違いが心配。（地元住民）
・重量の制限がなくなるといいなぁ。（地元住民）

成果を示す項目

実施前

道路橋の機能の確保

♦老朽化によって、橋の健全性が低下しつつあり
　ます。また、重量１４ｔ規制となっており、
　大型車が通行できません。

実施後

♦新橋が開通したことで橋の健全性が改善される
　とともに、大型車が通行可能となります。

大型車交通を可能にする
主要部材（主桁等）に損傷あり

重量１４ｔ規制
損傷なし

整備後（イメージ）実施前

重量規制なし（大型車通行可）

実施前

ら のかれこ

実施後（目標）

・既存の社会資本の機能を維持させるため

地 元
の 声

老朽化した橋梁
を架替えます

災害
対策 白沢町健康福祉センター ～がけ崩れ対策事業～

どのような目的を達成するための事業か

・白沢健康福祉センターや道の駅があり、利用者が多い地区であるが、がけのすぐ上となっており、
  がけ崩れが心配である。（近隣住民）

成果を示す項目

実施前

保全される要配慮者利用施設

♦斜面が急であるため、大雨等でがけ崩れが発生
　するおそれがあります。

実施後

♦吹付工等の整備により、斜面の風化を防ぎ、
　がけ崩れによる被害のリスクを軽減します。

保全される人家
０施設
０戸

１施設

事業後のイメージ

事業前の状況

保全対象（白沢健康福祉センター）

３戸

実施前 実施後（目標）

・土砂災害リスクを軽減するため

地 元
の 声

法枠を
つくります

交差点
改良 利根町国道１２０号線（老神温泉：大原交差点）～交差点改良事業～
どのような目的を達成するための事業か

・交差点の見通しが悪く危険なため、交差点の形状を改善してほしい。（地域住民）
・行楽シーズンになると度々渋滞するため、渋滞がおきないようにしてほしい。（旅館関係者）

成果を示す項目

実施前

交通事故件数

2.5m 3.25m 3.25m3.0m

♦交差点の形状から見通しが悪く、右折車線も
　ないため、追い越そうとする車両により歩行
　者が危険な状況にあります。

実施後
♦右折車線及び歩道を設置し、歩行者や車両の
　安全で快適な通行空間を確保します。

0.8 件／年（Ｈ21～Ｈ25平均） ０件
実施前 実施後（目標）

・歩行者や自転車の安全な通行を確保するため

地 元
の 声

右折車線と歩道を
整備します

道路
拡幅 県道富士山横塚線（横塚工区）～現道拡幅事業～
どのような目的を達成するための事業か

・「川場田園プラザ道の駅」など川場村内の観光施設に行く際に渋滞が激しい。（地元住民）
・道路を広げたり歩道を設置して通行の安全を確保してほしい。（地元住民）

成果を示す項目

実施前

県道平川横塚線の渋滞長（最大）

♦「川場田園プラザ道の駅」など、
川場村内の観光施設に訪れる観光
車両により、沼田ＩＣ周辺道路に
渋滞が発生しており、円滑な通行
に支障があります。

♦ボトルネック区間を解消し、
観光車両を県道富士山横塚線へ
誘導することで周辺道路の渋滞
を解消し、円滑な通行を確保し
ます。

至 川場村内
　 観光施設

県道
平川横

塚線

国道1
20号

沼田ＩＣ

渋滞発生区間
ボトルネック区間
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実施後

周辺観光施設の観光客数
1,300ｍ

165万人（Ｈ２７年度）
０ｍ （1,300ｍ短縮）

ボトルネック区間の解消周辺道路の渋滞状況

１６５万人（維持）

実施前 実施後（目標）

・豊富な観光資源を活かした更なる観光振興を促すため

地 元
の 声

道路を
拡幅します
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